
格付の加点の対象となる自主研修の取扱いについて 

 

米子市建設工事入札参加資格者格付審査要領（平成１８年３月３１日 

施行）第３条第３項第２号のウの(ｳ)の研修（以下「自主研修」という。） 

について、次のように取り扱うものとする。 

 

１ 加点対象とする自主研修の分類 

本市の格付において、加点対象とする自主研修は、次のいずれかのも 

のとする。 

(1) 建設工事の施工技術に関する研修その他建設業者の技術者など実務 

従事者が受講するのが効果的な技術に関する研修 

(2) 建設業の経営に関する研修その他建設業者の経営幹部が受講するの 

が効果的な研修 

(3) 人権問題及び同和問題に関する研修その他建設業者の経営幹部及び 

実務従事者が受講するのが効果的な研修 

２ 加点対象とする自主研修の条件 

加点対象とする自主研修は、次の条件を満たすものとする。 

(1) 開催者の条件として、次に掲げる基準にすべて適合する団体が開催 

すること。 

ア 建設業者ではない団体（その団体が主として建設業者で組織され 

ている場合にあっては、米子市の指名競争入札参加資格を有する者 

（以下「有資格者」という。）が１０者以上加入している団体に限る。） 

であること。 

イ 次のいずれかに該当する団体 

(ｱ) 法人格を有する団体 

(ｲ) 法人格を持たないが団体としての組織を有し、代表の方法、総 

会の運営、財産の管理など団体としての主要な点が確定しており、 

多数決による意思決定を行い、構成員が変わっても存続する団体 

(2) 研修内容の条件として、次の基準に適合すること。 

ア 研修時間が２時間以上であること（他の研修分野と連続して行う 

場合は、その分野の研修だけで２時間以上あること。）。 

イ 受講者が２０人以上いること（日時又は場所を変えて同一の分野 

で研修を行う場合は、その研修ごとに２０人以上いること。）。 

ウ 主として建設業者で組織する団体が開催する研修にあっては、当 

該団体を組織する建設業者の役員を講師等としないこと。 

(3) 当該研修に関して、受講者に対して加点対象自主研修の決定の有無 

を通知すること。 

３ 加点対象自主研修の申請 

加点対象となる自主研修を開催する者は、自主研修開催申請書（別記



様式第１号）を当該自主研修の開催日の４か月前までに総務部契約検査

課に提出すること。 

４ 加点対象自主研修の登録 

前項の規定による申請のあった研修のうち、第２項に定める条件を満

たすと見込まれる研修は、加点対象予定自主研修として登録し、その旨

を申請者に通知するものとする。 

５ 対象期間 

入札参加資格審査申請書受付開始日の前１年の間（入札参加資格の有 

効期間が２年間の場合は、前２年の間）に開催された加点対象となる自 

主研修について、当該入札参加資格審査申請の対象年度の加点対象とす 

る。 

６ 実績報告 

加点対象予定自主研修の開催団体は、契約検査課に研修終了後１か月 

以内に自主研修実績報告書（別記様式第２号）を提出し、併せて電子デ

ータにより当該報告書を送付すること。 

７ 加点対象自主研修の認定 

前項の規定による報告があった研修のうち、第２項に定める条件を満

たしたと認めた研修は、加点対象自主研修として決定し、その旨を申請

者に通知するものとする。 

８ 加点方法 

前項の規定により決定した加点対象自主研修を受講した有資格者に対

して、受講者１人につき３点の加点を行うものとする。ただし、同一の

研修において６点を限度とし、研修加点（３０点）のうち２０点を上限

とする。 

９ その他 

虚偽の申請及び報告があった場合は、当該加点対象自主研修の認定を 

取り消すものとする。 

10 適用日 

平成２１年４月１日以降に開催された自主研修について適用する。 


